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東
本
願
寺
は
、
京
都
駅
を
出
て
烏
丸

通
を
北
に
５
分
ほ
ど
歩
い
た
所
に
あ

り
ま
す
。
駅
か
ら
向
か
う
と
、
ま
ず
阿

弥
陀
堂
門
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
門

を
く
ぐ
っ
て
境
内
に
入
る
と
、
正
面
に

阿
弥
陀
堂
が
、
そ
し
て
右
手
に
御
影
堂

が
目
に
入
り
ま
す
。
お
堂
の
配
置
が
西

本
願
寺
と
は
左
右
逆
に
な
っ
て
い
ま

す
。 １

８
６
４
年
（
元
治
元
年
）
の
禁
門

の
変
に
よ
る
兵
火
で
境
内
の
建
物
は

全
焼
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
両
堂
は

再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

本
願
寺
の
両
派
分
立 

 

い
た
だ
い
た
『
東
本
願
寺
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
』
に
、
東
西
分
派
に
つ
い
て
簡

潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
引
用

し
ま
す
。「
・
・
・
１
５
９
２(
文
禄
元)

年
本
願
寺
第
１
１
代
の
顕
如
上
人
が

没
す
る
と
、
そ
の
跡
を
長
子
の
教
如
上

人
が
継
職
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
翌
年
、

時
の
権
力
者
豊
臣
秀
吉
よ
り
隠
居
を

命
じ
ら
れ
弟
の
准
如
上
人
が
本
願
寺

宗
主
を
継
職
。
こ
の
教
如
上
人
隠
居
の

背
景
に
は
織
田
信
長
と
本
願
寺
が
１

０
年
に
わ
た
り
争
っ
た
石
山
合
戦
の

終
結
に
関
す
る
家
臣
間
の
軋
轢
、
教
団

内
部
の
分
裂
が
あ
り
ま
し
た
。
秀
吉
の

死
後
、
関
ヶ
原
の
合
戦
前
後
よ
り
教
如

上
人
は
徳
川
家
康
と
の
関
係
を
強
め
、

１
６
０
２(

慶
長
７)

年
に
は
家
康
か

ら
烏
丸
六
条
の
地
を
拝
領
し
、
こ
こ
に

本
願
寺
よ
り
東
に
寺
を
分
立
し
た
の

で
す
」 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
石
山
合
戦
の

終
結
に
関
す
る
家
臣
間
の
軋
轢
、
教
団

内
部
の
分
裂
」
と
あ
り
ま
す
が
、
も
う

少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
信
長
と
の

講
和
を
受
け
い
れ
た
顕
如
上
人
の
大

坂
本
願
寺
退
去
派
と
、
信
長
と
の
徹
底

抗
戦
を
と
な
え
た
教
如
上
人
の
籠
城

派
と
の
対
立
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
歴
史
が
あ
る
東
西
本
願

寺
で
す
が
、
京
都
市
民
は
西
本
願
寺
を

「
お
西
さ
ん
」
、
東
本
願
寺
を
「
お
東
さ

ん
」
と
呼
び
親
し
ん
で
い
ま
す
。 

そ
れ
に
し
て
も
暑
い
で
す
ね
・
・ 

９
月
上
旬
、
所
用
で
京
都
を
訪
れ
、

酷
暑
の
中
、
東
西
の
本
願
寺
を
巡
り
ま

し
た
。
西
本
願
寺
は
慣
れ
親
し
ん
だ
場

所
で
す
が
、
東
本
願
寺
に
は
新
鮮
さ
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
東
西
本
願

寺
を
参
拝
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

右
は
西
本
願
寺
御
影
堂
。
左
が
東
本
願

寺
御
影
堂
。
東
本
願
寺
の
お
堂
の
畳
み

は
正
面
に
向
か
っ
て
縦
に
敷
い
て
あ
る
。 

法要・行事予定 
 

◎報恩講法要 

 日時：11月 23 日(日)朝席・昼席 

 講師：長岡正信師(呉市海岸 西岸寺) 

 ※お斎(軽食)をご用意します 

 

◎ヨガ  

  10 月 15 日(水)、11 月１9 日(水) 


